
【お知らせ】　林木育種センターでは、林木遺伝資源を試験研究用に種子、花粉、穂木、苗木などで配布しています。厳密に品種・系統が管理されており、
皆様の研究材料として最適です。価格は１点あたり消費税込で3,349円です。詳しい内容や入手方法につきましては、本誌裏面に記載のホー
ムページをご覧になるか、メールまたは電話でお問い合わせください。

１　はじめに

異郷土樹種の北海道への導入は17世紀に遡ること

ができますが、本格的に外国樹種を含む異郷土樹種

が導入されたのは明治初期のことです 1 ）。その後、

明治中期以降広汎に導入が行われ、ニホンカラマツ、

道南地方のスギ、ストローブマツ、ヨーロッパアカ

マツ、ヨーロッパトウヒ等の成績が良好です 3 ）。精

英樹選抜育種事業では、導入樹種の造林地から北方

外国樹種10樹種の精英樹が選抜され 2 ）、保存されて

います。また、昭和37年から41年に外国産31樹種を

含む異郷土樹種61樹種による試植検定林が造成され

ましたが、北海道育種場の遺伝資源保存園にも保存

され、北方外国樹種の遺伝資源が充実しました。

ここでは、北海道育種場に成体で保存されている

北方外国樹種の遺伝資源について紹介します。

２　保存されている北方外国樹種遺伝資源の現況

北海道育種場に保存されている北方外国樹種の導

入先別保存点数を表－１に示します。保存点数の合

計は596点で、成体で保存されている遺伝資源全体の

10％以上を占めています。このうち、針葉樹のカラ

マツ属、マツ属、次いでトウヒ属、モミ属の遺伝資

源が多く、マツ科で北方外国樹種の遺伝資源の82％

を占めています。これは、北海道育種場で保存され

ている遺伝資源の特徴の一つとなっています。広葉

樹ではカバノキ属の遺伝資源が多く保存されていま

す。

導入先別にみると、北方外国樹種の遺伝資源の約

50％が日本国内で、大半が北海道内の造林地から収

集されています。このことは北海道の造林の歴史、

すなわち、大規模に外国樹種を含む異郷土樹種が明

治時代になってから導入され、造林されたことを反

映していると考えられます。さらに、日本国内が導

入先になっている遺伝資源の約50％、すなわち、全

体の約４分の１を精英樹等が占めています。これも

北海道育種場の遺伝資源の特徴の一つです。海外か

ら導入された遺伝資源については、北アメリカと

ヨーロッパが共に北方外国樹種の遺伝資源の約21％

を占めています。導入樹種の属でみると、北アメリ

カではトウヒ属、マツ属、カバノキ属、ヨーロッパ

では、トウヒ属、カラマツ属、マツ属、カバノキ属

が多くなっています。以下に保存点数の多い属につ

いて紹介します。

 （1） 　トウヒ属

トウヒ属は北半球の温帯に40樹種分布していま

す。保存されている遺伝資源はヨーロッパトウヒ34

第1 2号－3　 2007.9
独立行政法人　森林総合研究所林木育種センター

林木遺伝資源情報　通巻No.70, 2007

表－１　北方外国樹種（成体）の導入先別保存点数

合計
導入先別保存点数

種数属科
不明日本国内アジアロシアヨーロッパ北アメリカ

11     1イチョウイチョウ

11     1イチイイチイ

3117  （1）736712モミ

マツ

101     271トガサワラ

81117  （8）14213710トウヒ

1861153 （89）68187カラマツ

17858 （42）72585320マツ

11     1メタセコイアスギ

43     13ネズコヒノキ

33     2ハコヤナギ
ヤナギ

71     64ヤナギ

211     2クルミクルミ

2814  （1）210117カバノキ
カバノキ

2111ハンノキ

11     1ブナ
ブナ

2218     46コナラ

111ニレニレ

312     1ユリノキモクレン

93     1144ナナカマド

バラ 111サンザシ

1311     111シャボンノキ

111ムレスズメマメ

111キハダミカン

111ウルシウルシ

31     22カエデカエデ

11     1モクゲンジムクロジ

111シナノキシナノキ

222トネリコモクセイ

11     1キササゲノウゼンカズラ

5967289（141）272212612597合　　計

注）林木育種センター遺伝資源部ホームページより作成。
日本国内欄の（　）書きは精英樹等の点数を示す。
精英樹等には、大学、民間企業が選抜したものを含む。
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点、シロトウヒ21点、クロトウヒ10点、シトカトウ

ヒ６点等10樹種81点で、世界のトウヒ属の４分の１

の樹種数になります。これらのうち、ヨーロッパト

ウヒでは６点、シロトウヒでは２点の精英樹等をそ

れぞれ保存しています。

 （2） 　カラマツ属

カラマツ属は北半球の温帯に10樹種分布していま

す。保存されている遺伝資源は、グイマツ84点、チョ

ウセンカラマツ64点、オウシュウカラマツ17点等７

種８変種186点で、世界のカラマツ属の７割の樹種数

になります。これらのうち、グイマツでは58点、チョ

ウセンカラマツでは30点、オウシュウカラマツでは

１点の精英樹等を保存しています。

 （3） 　マツ属

マツ属は世界に80樹種、主として北半球に分布し

ています。保存されている遺伝資源はストローブマ

ツ63点、ヨーロッパアカマツ48点、ムラヤナマツ14

点等20樹種４変種178点で、世界のマツ属の樹種数の

４分の１になります。これらのうち、ストローブマ

ツ36点、ヨーロッパアカマツ３点、ムラヤナマツ１

点、ヨーロッパクロマツ２点の精英樹等をそれぞれ

保存しています。このほか、グイマツでは、市町村

指定の天然記念物２点、巨樹１点を保存しています。

３　北方外国樹種遺伝資源の育種への活用

ニホンカラマツ、グイマツ、チョウセンカラマツ

を用いた交雑苗で造成した試験地において、グイマ

ツ精英樹留萌１号×ニホンカラマツ育種母材諏訪14

号が成長や通直性、耐鼠性にも優れた新品種として

平成13年度に開発されました。この品種は、「北のパ

イオニア１号」と命名され、平成16年３月に品種登

録されました。また、アカエゾマツを母親、ヨーロッ

パトウヒを父親とする交雑家系は、初期成長や健全

性においてアカエゾマツの種内交配家系よりも優れ

ていることがわかりました。

これらは、北方外国樹種の遺伝資源を人工交配に

用いた成果です。北方外国樹種は、北海道の造林樹

種を改良する材料として、可能性のある遺伝資源と

いえます。
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写真－１　保存されているヨーロッパトウヒ

写真－２　保存されているグイマツ精英樹

写真－３　保存されているストローブマツ




